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ABSTRACT: Thisreporttreats"Orion"writtenbyAdrienneRich,one

ofthepoemsinherfifthbook,)JeajteZ∫:Poem∫1965J968･

Throughherearlydays,theconstellation,Orion,godorhunting,Strengthノ

andbeautylnaGreekmythwasanobjectofvenerationtothepoet,thoughfar

beyondherreach,atthattime･

Yearslater,however.Orionappearstoherdeprivedofitsoldpoweralld

brightness. ThischangeofherattitudetowardOrionmightbeexplainedby

thefactthatRichhasheldhimasamaleinlessrespectthanbefore･ Butin

turnshebeginsto丘ndotherpreciousqualitiesinOrion,thatlS,patience,
resolutionto丘ghtagalnSthisloneliness･

RichcomestoprojectherselfasapoetintoOrionwhichistheidealimage

ofherownself. NowshefeelsOrionmuchclosertoher.

Orionisamalegodsettledasaconstellationinthesky･ Richcannot丘nd

something,otherthanOrion,onwhichtoprojectherself･ Thiscannotbehelp-

ed,fortheidealimageofwomanthatRichwantstocreatecannotbefound

inthelongtradition,whichhasbeenestablishedbymale･ Thus,nofemale

imagethatexistsinhistoryormythcanmeetwhatsheisseekingasanideal

imageofherselr･

RichlooksthroughtheunconscioustrylngtO丘ndthetruenatureorhuman

beings･ Shebelievesinsomemaleelementsinwomen,whilesomefemale

elementsinmen,andsherecognlZeSallhumanbeingsarelonesome･ For

reasonsabovementionedshechoseOrionandpro)ectedherselfonhim･
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加茂映子 :｢オリオン座｣を読む

｢オリオン座｣("Orion")はエイドリアン･I)ッチ (AdrienneRich,19291)の第 5番目の詩集

『ちらし広告』 (LeafZet∫:Poem∫1965-1968)の冒頭に置かれ,1965年に書かれた｡この詩におい

てリッチは30歳代の半ばに達 した自己を洞察 し,分析 している｡ 自己についての意識は早 くから目

覚め,また激 しいものであった｡同年代の多くの女性は気楽に日々を過ごしているように思われた

が,彼女にはそれが理解できなかった｡"Tobelikeotherwomen"hadbeenaproblem forme.

From theageofthirteenorfourteen,IhadfeltIwasonlyactlngthepartofafeminine

creature.と彼女は回想 している1'｡

自己についての意識は,当然のことながら他者との比較や相違の認識を伴うものである｡ リッチ

にとって他者とは自己以外の全てを意味するものであったけれども,その他者の中でも女性として

の自己と対時することの多い男性の存在はきわめて重要な意味を持つと考えられた｡彼女にとって

かけがえのない自己一女性として,詩人として-の他者に対する態度の変化は,次の彼女白身の言

葉によく表現されている｡Ihadthoughtiwaschoosingafulllife:thelifeavailabletomost

men,inwhichsexuality,work,andparenthoodcouldcoexist･･･lBut]Iwantedlat29],more

thananything〉theonethingofwhichtherewasneverenough:timetothink〉timetowrite2'･

この引用の前半に述べられているように, リッチは女,詩人そして母としての役割を担うことを

十全の人生と考え,自分もこのような人生を選び取ったつもりであった｡というのも大抵の男性が

担っていると彼女には思われた男,仕事そして父としての役割の女性版を彼女もまた実践 しうると

考えたからであった｡だが,引用の後半に述べられている詩作-の強い願望は,29歳になり,3児

の母となってはじめて実感されたのであった｡男性と同じようにするということが如何にむずかし

いことであるか, リッチがそれを知らないはずはなかった｡｢大体,そのようなことを望むのが間

違いだ｣という世間の声さえ,しばしば彼女の耳に聞えてきたにちがいない｡ ｢義理の娘のスナッ

プショット｣("SnapshotsofaDaughter-in-Law'')の第9節にはサミュエル ･ジョンソン(Samuel

Johnson)の言葉に言及 した Notthatitisdonewell,but/thatitisdoneatall?3'(出来ばえなん

かじゃないんだ,一体,女に出来るのか)の行が見られる｡ジョンソンはボズウェル (JamesBos-

well)に対 して女性が説教壇に立つことについて,かりにも女性にそんなことができるとは驚異で

あると述べ4',彼の女性への認識の低さを露呈 した｡ また,敬愛する父を思う時,リッチはいつも

Iknowyoubetterthanyouknowyourself5'(私はあなたを知っている,あなたが自身を知るより

よく)のつぶやきが聞えてくるのであった｡

社会のくだす女性に対するこの宣告を彼女は意識から拭い去ることはできない｡彼女が詩作の初

期において抑制のきいた表現,技巧の冴え,知的明折を真の目標とみなし,形式上の秩序を作り出

すことに満足を覚えたのも無理からぬことであった6'｡ 自己に対する意識が早 くから目覚めていた

とはいえ,彼女を詩人として認めたのは彼女自身ではなかった｡彼女はただ社会の裁可を得たねば

ならなかった｡次の言葉は当時の社会と女性詩人としての彼女との関係をよく表 している｡Ihad

beentaughtthatpoetryshouldbe"universal",whichmeant,ofnon-female7)･

男性と同等の役割を担うつもりで踏み出した人生ではあったが,詩そのものが non-femaleなも

のとされ,それこそが universalとみなされるのならば,詩人として世間に出るためには女性とし

ての性を抑圧せねばならなかった｡それゆえに ｢それまで女性としての自己を表明することをなる

べ く避けてきた8'｣リッチは, しかしながら,1958年から1960年にかけて書かれた "Snapshotsof

aDaughter-in-Law''において,はっきりと女性と社会の関係,女性の位置づげの問題に手をつけ

るようになった｡この問題は自ずと意識下の自己を探求する始まりともなった｡これは技巧の冴え

や知的明折などを詩の真の目標としていた リッチにとって,大きな飛躍といえよう｡
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京都大学医療技術短期大学部紀要 第4号 1984

この自己探求の旅は決して受身的なものではない｡詩作は想像力を必要とする｡自由な心の働き

が必要である｡それは従来,社会が女性に求めた従順さとはおよそ異質の精神状態である｡この姿

勢を貫 くためには世間の非難に屈 してはならず,また自己にはこの上なく厳 しく対処 しなければな

らない｡ リッチは社会が作り上げた今までの女性像とはちがった新 しい女性像を描き出そうとする｡

"SnapshotsofaDaughter-in-Law''の結末部分において, リッチは次のように描いている｡

She'slongabouthercomlng,Whomustbe

moremercilesstoherselfthanhistory.

Hermindfulltothewind,iseeherplunge

breastedandglanclngthroughthecurrents,
takingthelightuponher

atleastasbeautiful asanyboy

orhelicopter,9'

その飛来が待たれる,歴史が無情なの

にもまして自らに無情にならねば

ならないのだ｡風に立ち向う気概,

女は突進する,気流の中を敢然と

閃き進む,光を身に浴びた

その美 しきは,少年の,あるいは

- リコプクーのよう,いやもっと美 しいO

リッチは詩作における精神の活動のさまをグライダーのパイロットのように思考の流れの中を飛

期することであると述べている10'｡ 少年はもとより,- リコプクーやグライダーも従来の考え方か

らすれば男性的なイメージであることは否定できない｡そしてこの男性像の借用という手法は,以

下において考察する "Orion''にも見られる｡このことはどのように解釈されるであろうか｡"Ori-

on''を読みながら彼女の女性としてまた詩人としての歩みと認識について自分なりに解釈を施 した

いと思う｡

ORION

FarbackwhenIwentzlg-Zagglng

throughtamarackpastures

youweremygenius,you

mycasトironViking,myhelmed

lion-heartkinglnprlSOn.

Yearslaternow you'reyoung

mvfiercehalf-brother,staring

downfrom thatsimplifiedwest

yourbreastopen,yourbeltdraggeddown

byanoldfashionedthing)asword
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加茂映子 :｢オリオン座｣を読む

thelastbravadoyouwon'tglVeover

thoughitweighsyoudownasyoustride

andthestarsinitaredim

andmaybellaVeStoppedburning.

Butyouburn,andIknow it;

asIthrow backmyheadtotakeyouin

anoldtransfusionhappensagaln:

divineastronomylSnothingtoit.

Indoorslbruiseandblunder

breakfaith,leaveillenough

alone,adeadchildborninthedark.

Nightcracksupoverthechimney,

pleCeSOftime,frozengeodes

comeshowerlngdowninthegrate.

A manreachesbehindmyeyes

andfindsthem empty

awoman'Sheadturnsaway

from myheadinthemirror

childrenaredyingmydeath

andeatingCrumbsofmylife.

PitylSnotyourfbrte･

Calmlyyouacheupthere

plnnedaloftinyourcrow'snest,

myspeechlessplrate!

Youtakeitallforgranted

andwhenllookyouback

it'swithastarlikeeye

shootlngltSCOldandegotisticalspear

whereitcandoleastdamage･

Breathedeep!Nohurt,nopardon

outhereinthecoldwithyou

youwithyourbacktotlleWallll'

オ リオ ン座

ずっと以前,からまつの草地を

ジグザグ形 に歩 いていった時
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あなたは私の守護神,あなたは

不屈のヴァイキング,獄屋に

囚われた､私の獅子心王だった｡

年月を経た今,あなたは若々しく

あなたは闘志に満ちた,私の異母兄

飾りのないあの西空から私を見下ろす

胸を張り,帯は古風な代物のために

ひと振りの剣のために引き下げられている

それはあなたが引き渡 したがらない

最後のこけおどし,歩 くたびに重みがかかり

欣め込まれた屋飾りは色槌せ

いや多分燃えつきたのかもしれない｡

しかしあなたは燃えている,私にはわかるのだ

頭をあげてあなたを認めようとする時

かつての浸透作用が今新たに起るのを感 じる｡

これに比べれば聖なる天文学など無に等 しい ｡

室内では私は傷だらけ,へまばかりやらかし

確固たる信念はなく,よけいなことに

手を出す,まるで死産児が闇に捨てられたよう｡

煙突の上方で,夜が砕ける,そして

時のかけらとなり,凍った晶洞石は

火格子に降り注ぐ｡

背後に男が近づき

私の目のうつろさに気づく

鏡に映る女の顔は

私の顔を避ける

子供たちは私もろとも滅びてゆく

私の生をひと口ひと口かじりながら｡

哀れみはあなたの得手ではない｡

空のかなたであなたは静かに痛みに耐える

橋頭見張座に高々と据えつけられて,

私の物言わぬ海賊よ./

あなたは一切を受け入れてしまう

そして私があなたを見返す時

私の眼差 しは星の光に似て
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その冷たく利己的な槍を

最も損害の少ない所へ射通す｡

深 く息を吸い込むのだ ! あなたには

傷も,また許 しもないのだ

この冷たさのただ中で窮境に立つあなたには｡

オリオン座は北半球の冬空にひときわ光を放ち,三つ星と,これに対 して左右対称の位置に赤い

ベデルギウスと青白い リゲルと呼ばれる星がある｡ オリオンはギリシャ神話では美と力を備えた巨

人の狩人であり,月と狩猟の女神アルテミスの矢にたおれ,空に置かれたといわれている｡ そこで

は彼は三つ星を飲め込まれた帯と,剣を身につけた戦士となっている｡

6行7節から成るこの詩の第 1節のみが過去形で語 られ,後は全て現在の ｢私｣とオリオン座と

の関係について語 られている｡ 行の多少だけからは断定 Lがたいけれども,過去の ｢私｣のオリオ

ン座への態度が単純なものであったのに引き替え,現在のそれは6節の詩行を必要とするほどに複

雑なものなのではないかと推測される｡

過去の ｢私｣にとってオリオン座は ｢守護神｣,｢不屈のヴァイキング｣,獄屋に入れられ, 国政

の舵を奪われたとはいえ ｢獅子心王｣とうたわれた リチャード1世であった｡ Viking や helmed

など海に関連 した語が用いられ (後にも同様の語はみられる), 天上のオリオン座を表すには適当

でないように思われるかもしれない｡しかしオリオンはアポロの計略により,さそりに追われて海

中へ逃げ去り,アルテミスが誤って放った矢にたおれたと言われており,空に据えられたオ リオン

がなおもさそりの追跡を受けて動けないでいるという説を受け入れるならば, オリオンが helmed

と形容されていることもうなずける｡

オリオンは海神ポセイドンとエウリュアレの問に生まれたとされているが,一説には大地から生

まれたとされ,その場合,人間世界の ｢私｣との何 らかの縁をそこに見ることもできよう｡

からまつの草地を遊び気分でジグザグ形に道をとり,家路をたどった幼い頃の ｢私｣には,空に

輝 くオリオン座はただ賛美の対象として映ったにちがいない｡

次の2節は現在の ｢私｣の目に映るオリオン座のさまを描いている｡ ｢私｣のオリオン座-の態

度がそれを若々しいものと ｢私｣に思わせるのであるが Yearslaterとyoungの一見矛盾 した結び

つきが興味深い｡オリオンは今 ｢私｣に身近な half-brotherとなった.fierce,staringや simplified

はオリオンの放つ激 しさと緊迫感を表 し,それはオ リオンを見つめる ｢私｣にも伝えられる｡ オリ

オンの若々しさと,第 2節 3行以下で描かれたその外観がかつての光彩を失い,何か尾羽打ち枯 ら

したような感じを与えることとの,一見矛盾 した結びつきもまた興味深い｡

ひと振りの剣は帯を引き下げて見苦 しい｡その帯の星の光も失せかけている｡ これらはかつての

男性の威信の遺物であり,それらが光を失いつつあることはありのままの男性の姿が表われ始めた

ことを意味し ｢私｣が ｢あなた｣とよりよい関係が持てるようになるかもしれないことを示 してい

る｡そして,｢私｣も積極的に ｢あなた｣を受け入れようとするのである｡ 幼少時に何の蹟糟もな

く傾倒 したのとは違った意味での ｢あなた｣への親愛の情を抱 くのである｡ギリシャ神話の故事と

は比較にならない重要な関係が ｢私｣とオリオンとの間に生ずることになる｡

第4および第 5節において,｢私｣の思いは自己へと向けられる｡｢私｣は苦境に置かれている｡

望ましくない方向へ進んでいる社会に対する不安,人との関係のむずかしき,詩を書けない悩みな

どが ｢私｣を苦 しめる｡

リッチはこれまでの詩において,室内を外の世界と対立させていくつかの意味を与えてきた｡第
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1に室内は外界 (社会)のもたらす不安や脅威からの避難所である｡

たとえば最も初期の詩である ｢暴風警報｣(''Storm Warnings")においては,あらゆるすき間か

ら室内-入りこもうとする無気味な,陰険な嵐への怯えがみられる｡

Idraw thecurtainsastheskygoesblack

Andsetamatchtocandlessheathedinglass

Againstthekeyholedraught〉theinsistentwhine

Ofweatherthroughtheunsealedaperturel2'.

そして,カーテンを引き,ひたすら嵐の過ぎ去るのを待つより他に手だてがない｡

第 2に室内は自己の意識の世界を表わしている｡｢一歩退って｣("SteppingIiackward")において

は人の心は私室やその窓にたとえられる｡心は他人と分かつことはできない｡たとえ同じ対象を見

ても,その認識は見る者に固有である｡人の私室に足をふみ入れることはためらわれる｡来客があ

ると,部屋に出ていた何やかやは戸棚にしまい込まれて,平生の部屋とはすっかり様子が変ってし

まう｡

youandI

Stilllookfrom separatewindowseverymornlng

Uponthesamewhitedaylightinthesquare･

Andwhenwecomeintoeachother'srooms

Onceinawhile,encumberedandself-conscious,
Wehoverawkwardlyaboutthethreshold

Andusuallyregretthevisitlater･･-･
MostofusshuttooquicklylntOCupboards

Themargln-scribbledbooks,thedriedgeranium,

Thepennyhoroscope,lettersnevermailed.

Thedoormayopen,buttheroom isaltered;

Notthesameroom welookfrom nightandday13'･

第 3に,というよりもこれは第 1の場合の自己と外界との関係が変化したものであるが,室内は

自己を守ってくれるというよりもむしろ外界と隔絶されているために ｢私｣の不安を強める場所と

なる｡先に言及 した "A洗erDark"においては ｢私｣の室外に対する態度には,"StormWarnings''

の場合と比較 して明らかな進展がみられる｡

A window crashes

suddenlydown. Igotothewoodbox

andtakeastickofkindling

topropthesashagain.

igrow protectivetowardtheworld14'.
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この引用の直ぐ前で, ｢私｣にとって父は外界とのたたかいにおける最大の相手であったことが

ほのめかされ,その父の死から受けた衝撃は thesashcordsoftheworldflyloose(世界に開く上

げ下げ窓の吊り綱が切れる)と表現されている｡室内は時には ｢私｣を外界から守ってくれるけれ

ども,｢私｣はも早や室内に居れば安心だという境地を脱 した｡ むしろ ｢私｣は進んで外界とのつ

ながりを持とうとするのである｡

"Orion''第 4節に戻ることにしよう｡室内で ｢私｣は自分の失敗にじれ,自信を失い,心が落ち

着かない｡それにしても ｢私｣がこれほどまでに自分をみじめな空しいものとみなさなければなら

なかったのは何故であろうか｡1950年代から60年代にかけて,南部での人種差別反対の坐り込みや

行進,キューバに対する海上封鎖作戦-の批判,ベ トナム戦争反対の運動の高まりなどによって世

間は今までになく騒ぎ立っていた｡ リッチはこれらの出来事を挙げた後,それらが彼女に与えた影

響について次のように述べている｡Ineededdesperatelytothinkformyselト aboutpacifism and

dissentandviolence,aboutpoetryand societyandaboutmyownrelationshiptoallthese

things-･-iwroteinanotebookaboutthistime:Paralysedbythesensethatthereexistsa

meshofrelationships)yetIgropeinandoutamongthesedarkwebsl5'･

Nightcracks以下の3行において,夜は "Storm Warnings''の場合のように室内-はいり込も

うとする｡実際,夜は砕け,時の破片となり, ｢私｣の居る室内と外界を結ぶ唯一の通路である煙

突を通 してやってくる｡｢私｣は何 らかの変化を受けるかもしれない｡ これを機に ｢私｣の心は外

-向かうことになるかもしれない｡この詩において室内は意識の内側を意味すると同時に, ｢私｣

の不安を増大させる場所ともなるのである.

次の節において第 4節での自己探求はさらに深められる｡ ｢私｣は鏡に映る自分の姿を見る｡ 次

々に鏡の面に姿を見せる男や女,子供たちはいずれも ｢私｣の分身と思われる｡ man も woman

もそれぞれ ｢私｣の内にある男性的要素と女性的要素であろう｡ しかしman も woman も ｢私｣

と視線を交すことを避ける｡それは ｢私｣の内部でこれらの要素がまだ十分に熟 していないことを

意味すると考えられる｡ children はいまだに未熟な自己を指すと考えられる｡ その未熟さが今の

｢私｣を滅ぼし,かじりとる｡しかし,｢私｣の生をかじっている childrenもまた ｢私｣の分身で

あるからには,この children がやがて養分を得て成長するという一種の望みもなくはないのであ

る｡忍耐が実りをもたらす｡

第 6および第 7節において ｢私｣の心はふたたびオリオン座へと向けられる｡第 6節冒頭のpity

は第 5節に述べられた ｢私｣の苦境-の同情の気持と解することができるけれども,同時に ｢あな

た｣への哀れみとも考えられる｡ なぜならCalmlyyouacheで始まるその次の2行には,大空の高

みに据えられて孤独に耐える ｢あなた｣の苦悩が述べられているからである｡ 第 1節の場合のよう

にここでも海に関連 した語 crow'snestや pirateが用いられているが,それらはまた,今もなお

｢あなた｣が力を失ってはいないことを示 している｡そのような ｢あなた｣と ｢私｣との感応がこ

の詩の結末部でついに成就されるのである｡ ｢あなた｣と ｢私｣は視線を交わし合う｡その視線は

冷たく,自己本位で,射るように鋭い｡

リッチはこの詩の最終節の一,二の表現をゴットフリー ト･ベン (Gottfried Benn,1886-1956)

のエッセーに示唆されたと述べている｡ベンがPn'malVz'sz'onにおいて現代の芸術家-の忠告とし

て Don'tlosesightofthecoldandegotisticalelementinyourmission-Withyourbacktothe

wall,carewornandweary,inthegraylightofthevoid,readJobandJeremiah and keep

going16'. と述べていることから,whereitcandoleastdamageとは芸術の領域を意味するものと

考えられる｡とすれば第 7節は詩人としてのあるべき姿と決意とを,孤独で果敢なオリオン座に投
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影することによって表明したと考えられるのである｡

Breathedeep!はいや増す苦難を乗り越えてゆかねばならない ｢私｣がわれと我が身へ呼びかけ

た励ましであろう｡ Nohurt以下の行もまた ｢私｣への呼びかけと考えられる｡詩人としての道を

ゆくことは,傷や赦 しを受けたり与えたりするという問題ではないのだ｡ただ一切を我が身に引き

受けることなのである｡

最後の2行において ｢あなた｣と ｢私｣との距離は急激に縮まる｡ ｢あなた｣は ｢私｣のそばに

引き寄せられている｡今達成された transfusionはこれまでで最も深 くゆるぎないものとなるであ

ろう｡

詩 "Orion" によって リッチは自己の意識の深みを探り,詩人としての苦悩を述べ,今後のあり

方への決意を表明した｡すでに幾分か明らかにしてきたつもりであるが, ｢あなた｣と呼ばれるオ

リオンがいわゆる男性的性格を多分に備えており,しかもそのオ リオンにリッチが ｢私｣を投影 し

ていることの意味について結論 したい｡

リッチは女性としてそして詩人としてのあるべきイメージを描き出そうとした｡社会が作り上げ

た望ましい女性のイメージはリッチの意図するものとは一致せず,詩は nonイemaleなものだとす

る社会が作り出す詩人のイメージもまた リッチのそれとは一致 しない0

だが,星座オ リオンは幼い頃からリッチの心を強くとらえてきた｡そしてオ リオンに対する態度

はリッチの人生経験の深まりと共に変化し,今では以前よりもはるかに身近なものとなった｡

人間は性別に関係なく,究極的に孤独である｡ 男性にもいわゆる女性的性格が潜んでおり,女性

にも逆にこのことは当てはまる｡以上の事柄が リッチに ｢オリオン座｣を書かせる主な原因となっ

たのではないであろうか｡

リッチはこの詩の中で coldandegotisticalという言葉を用い,それを自分にあてはめたのは決

して偶然ではない,と言っている17)｡ リッチはこの coldandegotisticalを loveという言葉と対照

的に用いている｡ ただしこの loveは世間によってこれのみが女性の特性かつ長所とされてきた,

いわゆる女性 らしい愛,母性愛,利他主義的な愛を意味し,この愛は実は社会が女性に押しつけた

ものなのだ,とリッチは言う｡これと対席されるのが男性の特性とされるegotismである｡ 男性が

創造,達成,野心へと向ける力はしばしば他者 (女性)を犠牲にし,しかも多分に正当化されてき

た｡ リッチはいわゆるこの男性的特質を egotism と名づけている｡

リッチが女性として詩人として生きる自分の姿勢を coldandegotisticalと呼んだのは loveとの

二者択一を迫られたからであった｡ リッチはこのように男性 らしさや女性 らしさが規定されている

ことに対 して再考を促 している｡また ｢愛｣という言葉の意味と用い方についても再考を要する,

と言っている18)0

"Orion''にみられる自己意識の深まりは,彼女が第 1詩集以来常に問題にしてきた ｢他者｣との

かかわりについて, 今後何 らかの変化をもたらすであろうか｡ 常に変化を求めるリッチの第 6番

目の詩集,彼女の姿勢を象徴するかのようなタイ トルのつけ られた 『変える意志』 (TheWz'7Zlo

Change)においてこの問題がどのように扱われているかを検討することを今後の課題としたい｡
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